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総合学科のこれまでとこれから
―熊本県立翔陽高等学校総合学科の実践から一
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はじめに
総合学科高校は平成6年度全国で7校からスター トした、その後設置校は徐々に増加 し、平成
20年度 までに334校となった。設置数は増加 しつつあるものの、その伸び率は平成17年度からは 5
～6%と落ち、特に平成19年から20年には3%になっている。総合学科設置当初、文部科学省は
「総合学科を設置する公立高等学校が高等学校の通学範囲に少なくとも1校整備 されることを目







































【グラフ1 生徒数男女の比較】 グラフ2 職員一人当たりの生徒数】
表2 出身地域別生徒数
平成6年度 平成10年度 平成15年度 平成20年度
男 588(67.9) 508(60.5) 458(54.3) 484(57.8)
女 278(32。1) 331(39.5) 386(45。7) 354(42。2)
人 (%)
平成6年度 平成10年度 平成15年度 平成20年度
大津町 199(23.5)152(18.1)34(15。9) 117(14。0)
菊池郡市 (大津町を除く) 318(37.5)271(32。3) 304(36.0)334(39。9)
阿 蘇 94 128(15。3) 132(15。6) 134(16。0)










教 諭 50 54 55 55
常勤講師 8 9 8
非常勤講師 6 10




















工 業 26 21 22
商 業
その他
?? 計 127 116
(その他の欄は 「産業社会 と人間」と「特活」)
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(2)授業形態 (開講科目と受講者数など)
次に多くの設置科 目の中から、生徒が選択 し、実際にどのような科 目が開講 され、どんな形で
授業が展開されているか見たい。 (表5)




















































1年次 96 38。7 20 93 33.7 20 92 36。9
2年次 54 130 27.9 39 110 26.8 47 122 28.1
2・ 3
年合同 18 23.4 57 14。4 20。9














学習指導要領に、「総合学科においては、生徒が興味 。関心、進路に応 じて設定 した課題につい
て、知識や技能の深化、総合化を図る学習活動を含むこと3。」となっている。「課題研究」では専






























区分 推薦 一般 推薦 一般 前期 後期
競争倍率 2.07 1.85 1.71 1.59 2.34 1.28





しかし、自己の学習に対する取 り組みへの評価が低 く、家庭学習の習慣ができていない。 (表7、
8)保護者の評価では、学校経営、学力向上への取 り組み、進路指導、生徒指導など全体的に
満足度が高く評価も高い。唯一マイナスは家庭学習の習慣が見られないことである。













表7 生徒アンケー ト (満足度を4点満点とした平均値  学校評価生徒アンケー トから抜粋 )
キヤリア教育への取り組みと進路状況
望ましい職業観 0勤労観の育成を目指 して3年間を通 したキャリア教育の充実に努めているが、
1年次の 「産業社会 と人間」による進路学習やガイダンスから始まり、2年次 「総合的な学習の
時間」のインターンシップを中心とした事前事後指導、そ して、3年次の「総合的な学習」では、

















































科 日 IンHR 課題研究











科 目 産業社会と人間 習
産業 (2)












平成10年3月 26.5 72.4 1。 0
平成15年3月 12.9 37.0 40.2 3.2
平成20年3月 14.8 26.1 56.4 2.7
平成20年3月
(県平均)





考慮 し、地域や産業界等 との連携を図 り、産業現場等における長期間の実習を取 り入れるなどの
就業体験の機会を積極的に設けるとともに、地域や産業界等の人々の協力を積極的に得るよう配
慮するものとする5。」とぃ ぅ文言が追加 された。現行の学習指導要領が実施 されるに当た り、総

























るとい うことでは、これまでの取 り組みで充分な成果を上げている。 しかし、科 目選択制はシラ
バスを通 して先生と生徒が学習内容の契約を結ぶことであり、先生はシラバスに沿つた学習を進
める義務がある。授業では学習内容を理解 し、日標に到達するための努力を生徒に求めることが
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熊本県立翔陽高等学校平成10年度学校経営案
同     平成15年度学校経営案
同     平成20年度学校経営案
同     総合学科実践発表会資料 (平成18年12月15Fヨ)
同     実践的産業人育成推進事業研究報告会資料 (平成21年2月23日)
同     教育懇話会資料 (平成20年度)
月刊高校教育2008年H月増刊 「高校改革のいま」学事出版
月刊高校教育2009年6月号
脚  注
1:高等学校教育の改革に関する推進状況について 平成20年10月の文部科学省
2:総合学科関係資料 (文部科学省初等中等教育局職業教育課 14成12年3月)
3:高等学校学習指導要領総則 (第1章第4款の6)
4:夏期休業中の10日間集中のデュアルシステムによる体験は、学校外学習に係る増加単位 として2単位を認定 (実
践的産業人育成推進事業研究報告会資料 平成21年2月23日)
5:高等学校学習指導要領総則 (第1章第5款4の (3))
6:全国総合学科校長協会ホームベージ (http://sogogakkao jp)
7:内外教育 (時事通信 2009年04月07日)
